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【資料１】



未来技術を活用して地域課題の解決と地方創生を目指す取組を支援
提案された各事業をパッケージ化し、複数の関係府省庁を交えた地域実装協議会にて総合的支援
今後3年間で一部実装、5年間で本格実装（恒常的なサービス提供）を見込む事業を対象

未来技術社会実装事業の概要

事業イメージ

 未来技術社会実装事業は、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」におけるモデル地域ビジョンにて、先導的なスマートシティの
創出を目指すための関連施策の１つとして位置づけられている。
 事業の概要としては、AI、IoTや自動運転、ドローン等の未来技術を活用した地域課題の解決と地方創生を目指し、先導性と

横展開可能性等に優れた地方公共団体の取組に対して、未来技術の社会実装に向けた現地支援体制（地域実装協議
会）を構築し、関係府省庁による総合的な支援を行う事業。
 未来技術を活用した地方創生に関する提案を地方公共団体から募集し、H30年度からR６年度までに合計56事業を選定。
３年で一部実装、5年間で本格実装を目指し複数年にわたる伴走型支援を行う。R６年３月時点において22事業※に対し
て支援を実施中。   ※ H30年度からR６年度までの選定合計56事業のうち34事業はR５年度末までに支援終了。

概 要
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日程：令和６年12月19日（木）・20日（金）

開催内容
【１日目】
◎秩父市取組紹介

（１）「秩父市スマートシティの実現に向けた取り組みについて～秩父市移動支援プロジェクト～」
講演者：秩父市 先端技術推進課 主査 山中 伸吾 様

（２）「地域における先端技術を活用したまちづくり支援の取組紹介
～社会実装のジレンマをいかに乗り越えるか取り組み事例を通じた考察～」
講演者：一般社団法人 ちちぶ結いまち 代表理事 深田 雅之 様

（３）「株式会社ゼンリンの取り組み紹介」
講演者：株式会社ゼンリン モビリティ事業本部 スマートシティ推進部 部長 吉村 英樹 様

株式会社ゼンリン モビリティ事業本部 スマートシティ推進部 上谷 守裕 様

◎情報交流会

【2日目】
◎中山間地域におけるドローン配送事業説明

◎ドローン配送の見学

◎物流業者3社共同配送事業の説明と現地視察

「未来技術社会実装事業交流会 in 秩父市」の開催 2

 未来技術社会実装事業に係る全国の地方公共団体の職員が集まり、意見交換やドローン活用事業の現場見学を行う交流会を秩父市
で開催。今年度は現在支援中の自治体に加え、これまでに選定を受けた自治体の皆様も招待し、より広範な交流会を実施。

概 要

▲1日目・開会の挨拶

▲1日目・情報交流会の様子

2日目・ドローン配送事業見学の様子

開催内容



未来技術社会実装事業を通じた最近の実装事例

① 埼玉県和光市

地域拠点間を接続する自動運転サービス導入事業

• 和光駅と和光北IC周辺の産業集積拠点間を自動運転バスで接続。
• 自動運転車両専用通行帯による円滑な運行に挑戦。

1期社会実装セレモニー

② 大阪府四条畷市

レベル2の自動運転カートの本格導入
・３次元地図を活用した自動運転での地域内移動支援をレベル２で実装。
事業の運営主体は地域住民ボランティア。今後レベル4への移行に挑戦。
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実証走行の様子

自動運転車両とボランティアチーム「た
わらコネクトカート（TCC）」の方々

TCCのチームロゴ

事業の体制（名称：和光市未来技術地域実装協議会）

地方公共団体等 和光市、埼玉県

国（★は現地支援責
任者）

★国土交通省（関東地方整備局北首都国道事務所、関東運輸局）、警
察庁（交通局）、総務省（関東総合通信局）

大学 国立大学法人福島大学

民間事業者 東日本高速道路㈱、本田技研工業㈱、東武バスウエスト㈱

• 自動運転レベル２での社会実装を実現。今後レベル4実装に向けて、
未来技術社会実装事業の支援終了後も事業を継続。

埼玉県知事試乗の様子

事業の体制（名称：和光市未来技術地域実装協議会）

地方公共団体等 四條畷市、大阪府、四條畷警察署、飯盛霊園組合

国（★は現地支援責
任者）

国土交通省（★近畿地方整備局大阪国道事務所、近畿運輸局、航空
局）、警察庁（交通局）、総務省（近畿総合通信局）、経済産業省
（近畿経済産業局）

大学 奈良先端科学技術大学院大学、龍谷大学

民間事業者等 公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構、独立行政法人都市再
生機構、奈良交通㈱、NECソリューションイノベータ㈱

地域住民 地域自治組織の代表者、田原地区教育推進協議会、田原地域子育てサ
ロンカンガルーホップ、わたしのいえ ほっこり

・高齢者が自宅にいながら、商業施設の商品をビデオ通話等で確認し、商品
を地域の支援者に購入してもらう仕組みを構築。
・ネットスーパーの高まりなどにより地域のつながりづくりやデジタルデバイド解消
に事業をシフト

買い物・配送支援



地方創生2.0の「基本的な考え方」概要 4
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第２世代交付金における制度の概要 9
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